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　平成28年度から活動している城里町地域おこし
協力隊４名は、今月末で３年間の活動期間を終え
ます。それぞれの活動等について報告します。

―城里町地域おこし協力隊― Vol.35

　１月に役場本庁舎で行った活動報告展示会が無事終了しました。
ご来場くださった皆さまありがとうございます。
　城里町は見知らぬ土地でしたが、来年度を城里町で過ごすと、実
家の次に長く生活する場所になります。不思議な感じです。多くの
方の助けによって、とても濃く、充実した時間となりました。
　現在は、昨年行ったイノシシ皮の活用に関するクラウドファンデ
ィングの返礼品の制作や、活動拠点とする工房の整備を行っていま
す。まだまだ不格好なものばかりですが、一歩ずつ進んで
いきますので、温かく見守っていただければと思います。
　これからもよろしくお願いします。
サングリエ（イノシシ革のお店）　　https://sangrie-leather.shop/

　ついに、地域おこし協力隊としての任期を満了します。”地域おこ
し協力隊の鈴木さん”でなくなるのはさみしいです。城里町に来てか
らたくさんの方にご協力いただき、一緒に地域活性のために活動し
てきました。コミュニティセンター城里での映画上映会や夜の野外
映画上映会など、映画を通じて交流できる企画を実施してきました。
町のためにできることを考え、映画祭などを開催することができた
のは、助言やサポートをしてくだった皆さまがいたからと実感して
います。悩みながら、楽しみながらやってきたことが、少しでも町
の役に立ち、今後につながっていくと嬉しいです。これからも形を
変えて城里町に関わっていきたいです。ありがとうございました！

　城里町を初めて知ってから３年が経ちました。１年目は城里町に
ついて知るために、「カフェしろこし」を実施しました。町内で顔見
知りが増え、町の魅力を発見しました。２年目からは、「古内茶」の
ティーバッグ商品開発に携わりました。また、趣味である山登りを
活かした、「しろさと里山めぐり」などの里山を活用したイベントを
20回以上企画・実施してきました。どの活動も、東京で働いていて
は絶対に得ることのできない貴重な経験です。人生でこんなに濃厚
な３年間はあったかな？と思うほどです。今後の活動も見守ってい
ただけると幸いです。ありがとうございました。
藤原綸子ブログ　　http://fujisano.hatenablog.com/

　道の駅かつら内の「かつら茶屋」は今月で営業を終了します。今月中
は営業していますので、皆さんのご来店を心よりお待ちしています。
　私は城里町のお祭りやイベントに、積極的に参加してきました。
写真は着付け教室の皆さんと、龍谷院のあじさい祭りへ出かけた際
に撮影していただきました。
　豊かな自然の中での農作業風景や自家製の梅干し、味噌作りなど、
町の魅力が伝わるように写真や文章などで情報を発信してきました。
　今後は住民としてこの町で過ごし、大好きな城里町の魅力をどし
どし発信していきたいと思っています。
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▲イノシシ皮の下処理作業の様子


